
1ウバガイの外套腔に生息するヒモビルについて

　ウバガイ Spisula sachalinensis は千葉県九十九里浜以

北の浅海砂浜域に生息する大型二枚貝であり（佐々木，

1993；信太，1993），ホッキガイと通称される産業重要

種である。2022 年の北海道における漁獲量は 4,378 t（高

橋・桒原，2024），青森県～茨城県における漁獲量は

651 t であり（水産研究・教育機構水産資源研究所ほか，

2024），北海道は全国漁獲量の 87％を占めていた。北海

道では檜山振興局管内を除く海域で漁獲されるが，近年

の主要生産地は胆振，釧路，根室振興局管内にあり，3

海域で北海道全体の 70％以上を占めている（Fig. 1）。ウ

バガイ漁業の特徴は，移動性が小さくて寿命が長いため

に計画的な漁業が行えることにある（林，1972）。1960

年代以降，多くの漁業協同組合が資源量調査を行って年

間の許容漁獲量を決め，北海道海面漁業調整規則以上に

制限殻長や禁漁期を自主的に厳しくするなど，徹底し

た資源管理に取り組んでいる（林，1972；高丸，2001；

北海道資源管理指針，https://www.jfa.maff.go.jp/form/

pdf/1hokkaido.pdf， 2024 年 10 月 15 日閲覧）。このことに

よって，1980 年代以降の漁獲量はおおむね 5,000 t 前後

で推移しており，比較的安定した生産を漁業者にもたら

している（北海道資源管理指針，Fig. 1）。

　ウバガイは，刺し身や寿司，てんぷら，バター焼き，

酢の物，カレーライス等，様々な料理に用いられ，スー

パー等の小売店では，殻付き活貝やむき身パック等で販

売されている。殻付き活貝の殻を開けると，軟体部に付
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Fig.1 Change of annual catch of Sakhalin surf clam from 
representative areas in Hokkaido.
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着するヒル状の生物を見かけることがある（Fig. 2）。こ

れは，環形動物門に属するヒルの仲間ではなく，紐形動

物門ヒモビル科に属するヒモビル Malacobdella japonica

である。

　ヒモビル科は全世界で 1 属 6 種が知られているが

（Gibson，1995；Ivanov et al., 2002），国内では M. japonica

のみが記録されている（Kajihara，2007）。本種は，

Takakura（1897）によって新種 Malacobdella japonica と

して発表された。Riepen（1933）は本種をヨーロッパ

に分布する Malacobdella grossa の地方変異型であろう

と論じたが，河合・山岡（1940）は形態学的特徴から，

Alfaya et al.（2015a）は DNA 解析によって，本種が M. 

grossa とは異なる種であることを報告した。また，寄

生率や寄生部位について，千葉県九十九里浜（高倉，

1897），厚岸町沿岸（Yamaoka，1940），小樽市および羽

幌町沿岸（木下・寺井，1956），青森県八戸～三沢沿岸（横

山・須川，1989）で採集されたウバガイ，厚岸町の小売

店で購入されたウバガイ（波々伯部，2019）で報告され

ている。Hookabe（2024）は，自由生活をする幼生から

共生生活する成体への移行期間における発達過程を報告

した。

　ウバガイの外套腔に本種が生息していることは古くか

ら知られており，インターネットで検索すると簡単な紹

介に行き当たる（例えば，ぼうずコンニャクの市場魚貝

類図鑑，https://www.zukan-bouz.com/article/724，2024 年

9 月 17 日閲覧）。しかし，科学的知見は前出の 9 報のみ

であり，そのうち，寄生率に係る知見は 5 報だけであ

る。Malacobdella 属はすべて，真正の寄生虫ではないと

考えられており（高倉，1897），同属他種（M. grossa，
M. arrokeana）では，「宿主を傷つけない」「宿主の成長

や成熟に影響を及ぼさない」「宿主が吸い込んだ海水か

ら餌を得ている」と報告されている（Riepen，1933；

Gibson，1968；Gibson and Jennings，1969；Teso et al.，

2006；Alfaya et al.，2015b）。しかし，体長 34 ～ 37 mm，

体幅 10 mm になるような大きな生物（Yamaoka，1940）

の寄生率が海域によっては 90％を超え（高倉，1897；

横山・須川，1989），また，ウバガイが生鮮食品として

流通されている以上，風評被害が生じる危険性から免れ

ることはないだろう。消費者から苦情が寄せられること

もあり（長澤，2002），筆者も消費者や漁業関係者から

の問い合わせを何度か受けたことがある。しかし，漁業

者や消費者の不安を払拭するために必要な科学的知見は

断片的である。

　本研究では，漁業協同組合が水産技術普及指導所の協

力を得て実施している資源量調査（北海道資源管理指針）

と北海道立函館水産試験場室蘭支場（現，北海道立総合

研究機構栽培水産試験場）が行ったウバガイに係る試験

研究（北海道立函館水産試験場，1995 ～ 1997；堀井ら，

2002）の中で採集したウバガイの一部を用いて，共生率

や付着部位等のヒモビルとウバガイとの関係についての

知見を得たので報告する。なお，Malacobdella 属は寄生

種ではないと考えられていることから，本報ではこれ以

降，既往の知見で用いられてきた「寄生」ではなく，「共

生」という文言を用いる。

試料及び方法

　漁獲量は，1953 ～ 1984 年は北海道水産現勢（北海道

水産部，1957 ～ 1986），1985 年以降は漁業生産高報告

を用いた。

　1994 ～ 1996 年に室蘭市，登別市，白老町，苫小牧市，

厚真町，むかわ町および門別町（現，日高町）のウバガ

イ漁場（以降，襟裳以西海域と称す）において，2012

～ 2024 年には豊頃町，浜中町および別海町のウバガイ

漁場（以降，襟裳以東海域と称す）において，ウバガイ

34 標本 5,491 個体を採集した（Fig. 3，Table 1）。採集し

たウバガイは，測定・観察までの 1 ～ 2 日間，海水かけ

流し，あるいは，海水に入れずに 3～ 5℃で冷蔵保管した。

なお，海水かけ流し保管では，水槽に複数のカゴを設置

して，それぞれに標本を入れた。また，冷蔵保管の標本

は，測定前にウバガイから脱落していたヒモビルを計数

したが，海水かけ流し保管の標本では計数しなかった。

　ウバガイは，北海道立水産試験場測定マニュアルに

従って（吉田，2013），殻長，殻高，殻幅，全重量，貝

殻重量，軟体部重量を測定した。また，1993 ～ 2019 年

に採集した 29 標本のウバガイは（Sample No.1 ～ 29，

Table 1），貝殻の表面に形成される同心円輪で年齢を推

Fig.2 Malacobdella japonica attached to the mantle of 
Sakhalin surf clam.
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定した（林ら，1963）。測定後に共生の有無を観察した

が，34 標本のうちの 26 標本では（Sample No.1，5 ～ 7，

12 ～ 19，21 ～ 24，Table 1），ヒモビルが付着していた

部位（足，外套膜，鰓，唇弁，閉殻筋，出入水管，付

着部位不明）を併せて観察した。ただし，白老（Sample 

No.7）は，共生が確認されたウバガイ 188 個体の内の

124 個体のみ，付着部位を観察した。共生が確認された

ウバガイの個体数を，観察したウバガイの個体数で除し

て 100 を乗じた値を共生率（％）とした。また，観察し

たウバガイ全数に対する共生率を示す際には，単純無作

為抽出として計算した場合の標準偏差（次式）を付記し

た。

標準偏差 = ( p ( 1 – p ) / n ) ^ 0.5

p：共生率，n：観察数

　襟裳以東海域のヒモビルの湿重量を，2012 年の豊頃

町と浜中町では 0.01 g 単位，2013 年の浜中町と 2013 ～

2022 年の別海町では 0.1 mg 単位で個体毎に測定した。

なお，0.01 g を最小単位とする秤で測重したヒモビルの

うち，0 と表示された個体は 10 mg 未満として記録した。

　本研究に用いたウバガイは，目的の異なる様々な調査

から得たことから，採集海域や採集時期に統一性がな

い。しかし，ヒモビルとウバガイとの関係は，海域や時

期にかかわらず，その特徴を示すものと推定し，共生率

とウバガイの殻長および年齢との関係，ヒモビルの体重

とウバガイの殻長および年齢との関係，ヒモビルが付着

するウバガイの部位に係る解析は，標本情報を併せて実

施した。ただし，ウバガイは水温の影響で南に生息する

個体群ほど成長が速い傾向がある（佐々木，1993）。襟

裳以西海域の苫小牧では，2 歳のウバガイの平均殻長は

66 mm，5 歳 91 mm，12 歳 103 mm と報告されており（堀

井ら，1995），襟裳以東海域の浜中では，中川ら（2002）

によって報告された成長式から，2 歳 35 mm，5 歳 70 

mm，9 歳 93 mm，12 歳 100 mm と算出される。襟裳以

西海域と襟裳以東海域とでは成長速度が異なると考えら

れることから，共生率と殻長および年齢との関係は海域

別に解析した。

　標本間の共生率を比較するために χ2 検定を行い，期

待値 5未満が 20％を超えた場合にはイェーツ補正を行っ

た。また，差を示した標本を検知するために残差分析を

行い，Benjamini & Hochberg 法（BH 法）によって多重

比較した。殻長範囲毎あるいは年齢毎の共生率を襟裳以

西海域と襟裳以東海域とで比較するためにフィッシャー

の正確確率検定を行った。有意水準は 0.05 とした。

結　果

共生率　ウバガイ 34 標本 5,491 個体の殻長の平均（標

準偏差）と範囲は，88 mm（17.2），14 ～ 136 mm，推定

年齢の平均（標準偏差）と範囲は，7.5 歳（4.30），1 ～

28 歳であった（Table 1）。5,119 個体の外套腔にヒモビ

ルが認められ，そのうちの 5,080 個体には 1 個体，39 個

体には複数（2 ～ 5 個体）のヒモビルが共生していた。

共生が認められた 99％が，ウバガイ 1 個体に対してヒ

モビル 1 個体の共生であったことから，冷蔵保管中に脱

落したヒモビル 32 個体それぞれがウバガイ 1 個体に共

生していたと仮定すると，ウバガイ全数（5,491 個体）

に対する共生率（標準偏差）は 93.8％（0.325）と推定

された。ただし，34 標本の共生率には 68.9 ～ 100％の

幅があって有意差が認められ（ χ 2 = 208.33，df = 33，p 

= 0.000），3 標本（98.1 ～ 99.4％，Sample No.3，5，14）

は有意に高く，6 標本（68.9 ～ 89.5％，Sample No.7，

11，12，21，27，32）は有意に低かった。

共生率とウバガイの殻長，年齢　ウバガイの殻長範囲毎

の共生率は，襟裳以西海域では，殻長 20 mm 台から 50 

mm 台に 10％から 83％へと増加して 60 mm 台で 91％

となり，その後，漸増した。襟裳以東海域では，殻長

20 mm 台から 50 mm 台に 29％から 79％へと増加し，60 

mm 台で 91％となり，その後，漸増した（Fig. 4）。各殻

長範囲それぞれ，海域間で共生率に有意差は認められな

かった。年齢毎の共生率は，襟裳以西海域では，1 ～ 2

歳に 59 ～ 76％へと増加し，3 歳で 93％となった。襟裳

以東海域では，2 ～ 4 歳に 23 ～ 88％へと増加し，5 歳

で 96％となった（Fig. 5）。2 歳と 3 歳では海域間で共生

率に有意差が認められ，4 歳以降，有意差は認められな

かった。

ヒモビルの体重とウバガイの殻長，年齢　襟裳以東海域

の 11 標本 1,376 個体のうち，ヒモビルが共生していた

Fig .3  Map showing the sampling area of Sakhalin surf clam.
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と推定されたウバガイは 1,274 個体，採取したヒモビル

は 1,330 個体であった（Table 1）。平均体重（標準偏差）

は 95.9 mg（62.75），最大値は 350.9 mg，最小値は 0.1 

mg であった。10 mg 未満の個体が全体の 14％を占めて

最も多く，20 ～ 30 mg 台は 2％と少なくなったが，40

～ 110 mg 台に 4％から 6％へと増え，120 ～ 200 mg 台

には 6％から 1％へと減少した（Fig. 6）。210 mg 以上の

ヒモビルは 39 個体で全体の 3％であり，300 mg 以上の

個体は 2 個体のみであった。また，10 mg 未満の 39％，

10 mg 台，20 mg 台それぞれの 16％が，ウバガイ 1 個体

に対して複数共生していたヒモビルであった。

　ウバガイの殻長とヒモビルの体重との関係を Fig. 7 に

示した。殻長 20 ～ 40 mm に共生していたヒモビルは 10 

mg 未満であったが，殻長 40 ～ 60 mm では 10 ～ 30 mg

が漸増した。殻長 60 ～ 80 mm では 0.1 ～ 204 mg，殻長

80 ～ 100 mm には 0.1 ～ 351 mg と，ウバガイが大きく

なるにつれて大きなヒモビルが共生するようになるとと

もに，様々な大きさが認められるようになった。 

　ウバガイの年齢とヒモビルの体重の関係を Fig. 8 に

示した。2 歳に共生していたヒモビルの体重は 0.6 ～ 11 

mg で，3 歳 0.1 ～ 54 mg，4 歳 0.1 ～ 105 mg，6 歳 0.1

～ 17 mg，8 歳 1 ～ 312 mg と，ウバガイの年齢が上が

るにつれて大きなヒモビルが共生するようになるととも

に，様々な大きさが認められるようになった。しかし，

8 歳以降，年齢に伴って大きくなることはなかった。

複数共生　複数のヒモビルが共生していたウバガイは

39 個体で，それらは 9 標本（Sample No.23，25 ～ 31，

34）から見つかり，2 個体共生のウバガイが 28 個体，3

個体共生が 6 個体，4 個体共生が 3 個体，5 個体共生が

2 個体であった（Table 1）。9 標本の中でヒモビルが共生

していたウバガイの殻長範囲は 29.9～ 131.9 mmにあり，

殻長 30 ～ 40 mm 台の 13 ～ 15％，50 mm 台の 8％，60

Fig.4  Shell length distribution of Sakhalin surf clam with and 
without Malacobdella japonica, and rate of Sakhalin 
surf clam with M. japonica in each shell length range.
The upper and lower panels show the western and 
eastern waters of Cape Erimo, respectively.

Fig.5  Age distribution of Sakhalin surf clam with and
without Malacobdella japonica, and rate of Sakhalin 
surf clam with M. japonica in each age.
The upper and lower panels show the western and 
eastern waters of Cape Erimo, respectively.

Fig.6  Wet weight distribution of Malacobdella japonica, 
living as single or multiple individuals in one Sakhalin 
surf clam in the eastern waters of Cape Erimo.



6 堀井貴司

Fig.7  Relationship between shell length of Sakhalin surf 
clam and wet weight of Malacobdella japonica in the 
eastern waters of Cape Erimo.

Fig.8  Relationship between age of Sakhalin surf clam and wet 
weight of Malacobdella japonica in the eastern waters of 
Cape Erimo.

Fig.9  Shell length distribution of Sakhalin surf clam which 
Malacobdella japonica lived in, and rate of multiple 
symbiosis in each shell length range.

Fig.11  Relationship between shell length of Sakhalin surf clam 
and wet weight of Malacobdella japonica living in 
Sakhalin surf clam.
It shows M. Japonica weighing < 60 mg.
M. japonica (254.9 mg) living in 109 mm Sakhalin surf 
clam is noted as an outlier.

Fig.12  Relationship among foot, mantle, and gill of Sakhalin 
surf clam, which Malacobdella japonica was attached 
to, and shell length distribution of Sakhalin surf clam.

Fig.10  Wet weight distribution of Malacobdella japonica, with 
two to five individuals per Sakhalin surf clam.



7ウバガイの外套腔に生息するヒモビルについて

～ 90 mm 台の 1~3％，100 mm 台の 7％に，複数の共生

が認められた（Fig. 9）。

　ウバガイ 1 個体に複数で共生していたヒモビルの合計

は 96 個体であり，そのうちの 4 個体の体重は測定され

ず，4 個体は 10 mg 未満であった。0.1 mg 単位で測定し

た 88 個体の体重の範囲は 0.1 ～ 254.9 mg にあり，外れ

値の 254.9 mg を除く平均体重（標準偏差）は 6.4 mg（9.15）

であった。92 個体の体重組成は，10 mg 未満が 72 個体

で全体の 78％を占めて最も多く，次いで 10 mg 台の 11

個体 12％であった（Fig. 10）。また，10 mg 未満および

10 mg 台のヒモビルはウバガイ 1 個体に対して 2 ～ 5 個

体，20 mg 台以降は 2 ～ 3 個体が付着していた。

　ウバガイの殻長とヒモビルの体重との関係は，30 ～

70 mm 台に共生するヒモビルの体重は 0.6 ～ 5.5 mg，80 

mm 台 0.1 ～ 12.0 mg，90 mm 台 0.1 ～ 16.8 mg，100 mm

台 1.0 ～ 254.9 mg と，殻長が伸長するにつれてヒモビ

ルは大きくなるとともに，様々な大きさが認められるよ

うになった（Fig. 11）。また，単独で共生するヒモビル

の方が複数で共生する個体よりも大きい傾向が認めら

れた。なお，最も大きかった 254.9 mg のヒモビルは 0.7 

mg の個体とともに，殻長 108.9 mm のウバガイから採

取された。

ヒモビルの付着部位　最も多くヒモビルが付着してい

たウバガイの部位は外套膜で全体の 76.8％を占め，足

13.8％，鰓 4.2％と続き，唇弁は 1.9％，閉殻筋と出入水

管はそれぞれ 0.3％と僅かであった（Table 1）。付着割

合の高かった上位 3 部位は，殻長が 20 mm から 110 mm

台へと伸長するに伴い，外套膜が 29％から 76％へと増

加したのに対し，足は 29％から 7％へ，鰓は 43％から 1％

へと減少した（Fig. 12）。

　10 mg 未満のヒモビルは，外套膜，足，鰓に同程度の

割合で付着していたが，10 mg を超えると，外套膜の割

合が高くなり，足と鰓の割合は低くなった（Fig. 13a）。

さらに，10 mg 未満では，1 mg 未満の 56％が鰓，30％

が外套膜，7％が足に付着していた。しかし，1 ～ 3 mg

台には同程度となり，6 mg 以降，外套膜は増加し，鰓

と足は減少した（Fig. 13b）。

考　察

共生率　観察したウバガイ全数に対するヒモビルの共生

率は 93.8％と推定された。しかし，共生率には標本間で

有意差が認められ，特に共生率が低かったのは，殻長範

囲 20 ～ 64 mm の sample No.32 であった。共生率はウバ

ガイの成長に伴って上昇することから，標本間の共生率

の差には各標本を構成するウバガイの大きさの違いも影

響したと考えられる。漁業者や消費者が実際に手にする

ウバガイは漁獲されたものである。北海道漁業調整規則

では殻長 7.5 cm 未満の採捕は禁じられているが，ほと

んどの海域で殻長 8 ～ 10 cm の間で自主規制が行われて

いる（高丸，2001）。そこで，殻長 80 mm 以上を対象と

して共生率を計算したところ，ウバガイ（4,102 個体）

に対する共生率（標準偏差）は 96.4％（0.290）となり，

各標本の共生率は 89.2 ～ 100％の範囲にあった（Table 

1）。標本間に有意差は認められたが（イェーツ補正，χ 2 

= 59.46，df = 32，p = 0.002），有意差を示さなかった標

本数は 30 に増え（共生率の範囲：91.4 ～ 100％），有意

差を示した標本数は 3（St.7，11，18，共生率の範囲：

89.2 ～ 91.5％）に減じた。

　ウバガイに侵入して経過時間が比較的短いと推定され

る体重 30 mg 未満のヒモビルは（後述），共生率が 90％

を超えた殻長 60 mm 台以降も出現し続け，殻長 70 mm

台の 19.8％，80 ～ 90 mm 台の 9.3 ～ 9.8％，100 mm 台

の 18.5％を占めた。このことは，何らかの要因で先住者

が退去した宿主に，新たな幼若個体が侵入したことを示

唆している。また，本研究で採集されたウバガイの推

Fig.13  Relationship among foot, mantle, and gill of Sakhalin surf 
clam, which Malacobdella japonica was attached to, and 
wet weight distribution of M. japonica.
Figure a: Weight range was 10 mg, and a weight < 100 
mg is indicated.
Figure b: Weight range was 1 mg, and a weight < 10 mg 
is indicated.
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定年齢と平均殻長（標準偏差）は，襟裳以西海域では 4

歳で 82.6 mm（7.60），襟裳以東海域では 7 歳で 80.1 mm

（7.52）であった。共生率が 90％を超えるような海域で，

4 年あるいは 7 年を超えて生息する未共生の宿主をヒモ

ビルが見逃すとは考え難い。殻長 80 mm 以上で共生が

認められなかったのは，先住者退去後の個体ではないだ

ろうか。冷蔵保管中以外の，漁獲から測定に至る過程で

脱落した個体が存在する可能性もあり，漁獲されたウバ

ガイのほとんどすべてにヒモビルが共生していた可能性

は高い。

共生率とウバガイの成長との関係　共生率は，ウバガイ

の成長とともに高くなった。襟裳以西海域，襟裳以東海

域ともに，殻長 20 ～ 50 mm 台に上昇して 60 mm 台に

は 90％を超え，それ以降，漸増した。しかし，90％を

超えた年齢は，襟裳以西海域は 3 歳，襟裳以東海域は 5

歳であり，襟裳以西海域の方が襟裳以東海域よりも若

齢で高くなった。M. grossa では，宿主の大きさと共生

率との間に正の相関があると報告されている（Gibson，

1967）。ウバガイの成長速度は襟裳以西海域の方が襟裳

以東海域よりも早く（堀井ら，1995；中川ら，2002），

90 % を超える年齢が異なるのは，殻長 60 mm に達する

年齢が異なるためであると考えられる。

共生率の海域差　各地の共生率は，千葉県九十九里浜で

96.3％（高倉，1897），厚岸町で 87 ～ 88％（Yamaoka，

1940），青森県八戸～三沢沿岸では殻長 7 ～ 10 cm のウ

バガイで平均 96.2％，範囲 89.8 ～ 100％（横山・須川，

1989）と報告されており，本研究で示した共生率と同程

度であった。しかし，木下・寺井（1956）は殻長 7 cm

以上のウバガイについて，小樽市銭函では平均 61.8％，

範囲 25.0 ～ 82.0％（1954 年採集），平均 41.2％，範囲

11.1 ～ 90.0％（1955 年採集），羽幌町では平均 36.3％，

範囲 33.3 ～ 40.0％（1955 年採集）と報告した。この結

果は他の知見に比べて著しく低い。M. grossa の共生率

について，Riepen（1933）は比較的狭い範囲でさえかな

りの地域的変動があると述べており，ドイツ北部のキー

ル湾で 48 ～ 80％（Kennel，1878），キーラー・フェー

ラデで 50 ～ 60％（Riepen，1933），イングランド北部

のヨークシャー沿岸では 17.7 ～ 56.2％（Gibson，1967）

と報告されている。したがって，本種の共生率に地域差

があっても不思議ではない。

　林（1972）にならって，木下・寺井（1956）と本研

究でヒモビルが観察された年の海岸線 1 km あたりの平

均漁獲量を換算してみると，羽幌町 0.4 t/km（1955 年），

小樽市 0.6 t/km（1954 ～ 1955 年），苫小牧市 51.5 t/km

（1993 ～ 1996 年），豊頃町 2.8 t/km（2013 年），浜中町 5.3 

t/km（2012 ～ 2013 年），別海町 5.6 t/km（2017 ～ 2022 年）

となる。各海域の資源量や生息密度を正確に示すもので

はないが，本研究の調査海域に比べて羽幌町と小樽市の

資源はかなり小さいことが推測される。共生率には宿主

個体群の資源規模や生息密度が影響を及ぼすのではない

だろうか。しかし，共生率が低い海域の知見は北海道日

本海沿岸の木下・寺井（1956）のみであり，これだけで

判断することはできない。共生率の海域による相違を検

討するための情報は不足している。

産卵期　ヒモビルの産卵期について Yamaoka（1940）は，

生殖腺は 5 ～ 6 月に成熟すると報告したが，波々伯部

（2019）は，9 月に採集した個体によって発生実験を実

施し，吸盤原基が形成されるまでの発生過程を観察した。

本研究では，ウバガイに侵入して比較的時間経過が短い

と推定される個体が（後述），5 月と 10 ～ 11 月に確認

されている。Gibson（1968）は M. grossa の産卵期につ

いて，冬と春の年 2 回の繁殖ピークのある非季節性の繁

殖行動を示す可能性を報告しており，本種も同様の特性

を有するのかもしれない。

宿主への侵入と単独生活の時機　本種がウバガイに 2 個

体以上共生する場合は必ず幼若個体だけであると報告さ

れ（高倉，1897），M. grossa でも同様に，宿主に複数の

個体が認められる場合は全てが幼若個体であり，一定

の大きさになると競争が始まると考察された（Riepen，

1933；Gibson，1967；Gibson，1968）。これらのことから，

宿主 1 個体に対して複数で共生する小型の個体は，宿主

に侵入して比較的時間経過の少ない個体であると推定さ

れる。本研究では，ウバガイ 1 個体に対して複数で共生

していたヒモビルの 97％は 30 mg未満であり，それらは，

殻長 24～ 110 mm，2～ 28歳のウバガイに認められた。M. 
grossa は全ての宿主サイズ群に侵入すると報告されてお

り（Gibson，1968），本種もウバガイへの侵入が，2 歳

以降，殻長 20 mm 台以降の，どの段階においても起こ

り得ると考えられた。また，10 mg 未満の個体の 39％は，

宿主 1 個体に対して複数で共生していたが，その割合は

10 ～ 30 mg 台に 16％から 3％へと減少し，40 mg 以降

に他の小型個体と共生していたのは 56.0 mg（14.5 mg，

29.0 mg の個体と共生）と 254.9 mg（0.7 mg の個体と共生）

の 2 個体だけであった。このことからヒモビルは，概ね

30 mg までに単独生活に入ると考えられた。

ウバガイによる捕食　最も多かったヒモビルは体重 10 

mg 未満の個体であり，その個体数は 20 mg 台に急減し

た。また，10 mg 未満の個体の 61％が単独生活をしてい

る状態にあった。これらのことは，10 mg 未満の段階で

既に，減耗が始まっていることを示唆している。ヒモビ

ルは，浮遊生活期を経て潜砂している宿主との共生生活

に至ることから，入水管から外套腔に侵入するものと推
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測される。また，ウバガイは，入水管を通して外套腔に

取り入れた海水中から，鰓の表面に密生する繊毛と粘液

によって微小な生物や有機物粒子を濾し取って食物とす

る濾過摂食を行う（佐々木，1993）。そして，測重した

中で最も軽量だった 1 mg 未満のヒモビルが最も多く付

着していたのは鰓であった。このことは，入水管から取

り込まれた幼若個体が鰓に補足され，ウバガイに捕食さ

れる可能性を示しており，捕食を免れて吸着に成功した

個体が共生生活に移行するものと推測される。

成体による幼若個体の減耗　本研究では，殻長 108.9 

mm のウバガイから，成体と考えられる 254.9 mg の

ヒモビルが，0.7 mg の幼若個体とともに採取された。

Yamaoka（1940）も成体と幼若個体が共生したウバガイ

を 1 個体，報告している。このことは，成体が宿主に先

住していても，幼若個体は宿主に侵入することを示唆し

ている。しかし，成体と幼若個体が同一宿主内で確認さ

れたのは，この 2 例しかない。Malacobdella 属 2 種では，

成体が先住する宿主に侵入した幼若個体は成体によっ

て捕食されると考察されており（高倉，1897；Riepen，

1933；Gibson，1967），成体と幼若個体の同居事例が極

めて少ないということは，成体が先住する宿主に侵入し

た幼若個体は，侵入後のかなり早い時期に駆逐されるこ

とを示唆している。

幼若個体間の競争　先住者がいなかった時，幼若個体は

ある一定期間共存することができるが，最後にはただ 1

個体の最優秀者を残すに至ると論述されている（高倉，

1897）。しかし，M. grossa では，咽頭繊毛によるろ過と

口吻によって非選択的に微小粒子を摂餌する雑食性であ

ると報告されており（Gibson and Jennings，1969），大き

な個体が小さな個体を口吻によって捉えた事例は観察

されているが（Gibson，1968），この摂餌方法では，同

程度のサイズの個体を捕食するとは考え難い。本種は，

Riepen（1933）によって M. grossa の地方変異型である

とされるほどに形態が類似していることから，摂餌生態

は M. grossa と同様であろう。ウバガイ 1 個体に共生す

るヒモビルの個体数が複数から単独に至る過程には，同

種間の被捕食以外の要因が予想される。Gibson（1968）

は採集中や水槽内における観察によって，宿主の水管が

激しく収縮して排出された M. grossa が再び宿主に戻れ

なかったことを観察し，それは水管の収縮時に吸盤が離

れていた場合に生ずることを示唆した。そして，採集中

に自由生活する個体を発見したことから，自然界でも排

出が生じていると推測し，宿主から排出された個体は斃

死すると論じた。また，Riepen（1933）は，他の個体か

らの口吻による攻撃を受けた個体が吸盤を水槽表面から

離す状況を観察した。競争相手を捕食せずとも，宿主か

ら剥がすことが出来れば排除できるのかもしれない。 

最大重量　ウバガイの成長とともに，ヒモビルの体重の

最大値は大きくなり，かつ，様々な重さの個体が認めら

れるようになった。しかし，殻長 90 mm 以上，年齢 8

歳以上になると体重の最大値が大きくなる傾向は認めら

れなくなった。210 mg 以上の個体はヒモビル全体の 3％

と少なく，体重の最大値は 350.9 mg であった。ヒモビ

ルの最大体長について，Takakura（1897）は完全に伸び

きった状態で約 45 mm，Yamaoka（1940）は通常の状態

で 34 ～ 37 mm と報告した。ヒモビルの体重に関する報

告はなく，本報が初記載となる。

おわりに　本研究によって，北海道太平洋沿岸および根

室海峡のウバガイ漁場において漁獲されるウバガイのほ

とんどすべてにヒモビルが共生していたことが示唆され

た。また，生活史の一端が以下のように推測された。

　ヒモビルは浮遊生活期を経た後，先住者の有無にかか

わらずにウバガイに侵入し，ウバガイの捕食から逃れた

個体のみが軟体部に付着する。宿主に侵入した幼若個体

は，先住者が成体の場合には早々に排除され，幼若個体

の場合には競争が始まって宿主から排出されなかった個

体が生き残り，30 mg に成長するまでには単独生活に至

る。

　成体の死亡要因はほとんど明らかになっていないが，

Gibson（1968）は，宿主による排出を死亡要因の一つと

して論じた。2021 年 5 月 26 日に室温でウバガイ 14 個

体を 3％食塩水（並塩　日本海水（株））によって 16 時

間（17:00 ～ 9:00）畜養したところ，全てのウバガイ（平

均殻長 101 mm，標準偏差 4.1，範囲 94 ～ 107 mm）か

らヒモビル（平均重量 143 mg，標準偏差 79.0，範囲 9

～ 249 mg）が生きた状態で脱落した（堀井，未発表）。

海水による比較試験は行っていないが，海水かけ流しで

保管した標本の共生率が概ね 90％を超えていることか

ら，市販塩が何らかの刺激を，ウバガイあるいはヒモビ

ルもしくは双方に与えたものと推測される。これは，外

的要因による刺激によってヒモビルが宿主から脱落する

可能性を示している。

　これまで，Malacobdella 属が宿主に対して負の影響を

及ぼさないことは報告されてきたが，宿主個体群に対す

る影響が検討された知見は認められない。しかし，本研

究で標本が採集された海域は古くから好漁場として知ら

れており（林，1972），高い共生率を示したにもかかわ

らず，現在でも国内における主要漁場となっている。し

たがって，ヒモビルによる共生がウバガイ資源に負の影

響を及ぼす可能性は極めて低いと考えられる。
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